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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第６部門第１区分
【発行日】平成22年12月16日(2010.12.16)

【公表番号】特表2010-507098(P2010-507098A)
【公表日】平成22年3月4日(2010.3.4)
【年通号数】公開・登録公報2010-009
【出願番号】特願2009-533469(P2009-533469)
【国際特許分類】
   Ｇ０１Ｒ   1/067    (2006.01)
   Ｇ０１Ｒ   1/073    (2006.01)
   Ｇ０１Ｒ  31/28     (2006.01)
   Ｂ８２Ｂ   1/00     (2006.01)
   Ｂ８２Ｂ   3/00     (2006.01)
   Ｈ０１Ｒ  33/74     (2006.01)
   Ｈ０１Ｒ  33/76     (2006.01)
   Ｈ０１Ｒ  13/24     (2006.01)
   Ｃ０１Ｂ  31/02     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｇ０１Ｒ   1/067   　　　Ｃ
   Ｇ０１Ｒ   1/073   　　　Ｅ
   Ｇ０１Ｒ  31/28    　　　Ｋ
   Ｂ８２Ｂ   1/00    　　　　
   Ｂ８２Ｂ   3/00    　　　　
   Ｈ０１Ｒ  33/74    　　　Ｂ
   Ｈ０１Ｒ  33/76    ５０５Ｚ
   Ｈ０１Ｒ  13/24    　　　　
   Ｃ０１Ｂ  31/02    １０１Ｆ

【手続補正書】
【提出日】平成22年10月15日(2010.10.15)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　複数の垂直に整列したカーボンナノチューブを備えるカラムを備え、該カラムは、該カ
ラムの第１の端と該カラムの第２の端との間に可逆的変形可能領域を備え、該可逆的変形
可能領域は、該カラムの該第１の端に加えられる力に応答して、該カラムの長さに沿って
、弾性的かつ軸方向に変形する、バネ接点構造。
【請求項２】
　前記カラムは、導電性材料を備え、該導電性材料は、前記カーボンナノチューブの導電
性より大きい導電性を有する、請求項１に記載のバネ接点構造。
【請求項３】
　前記導電性材料の少なくとも一部は、前記カラムを構成する前記カーボンナノチューブ
の個々の上の該カラム内に配置される、請求項２に記載のバネ接点構造。
【請求項４】
　前記導電性材料は、該導電性材料が配置される前記カーボンナノチューブの他のものに
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対する、該導電性材料が配置される該カーボンナノチューブの個々の動きの自由度に、実
質的に影響しない、請求項３に記載のバネ接点構造。
【請求項５】
　前記導電性材料の少なくとも一部は、前記カラムを構成する前記カーボンナノチューブ
の個々の間で該カラム内に配置される、請求項２に記載のバネ接点構造。
【請求項６】
　前記導電性材料の少なくとも一部は、前記カラムの外側に配置され、該カラムの少なく
とも一部を被覆する、請求項２に記載のバネ接点構造。
【請求項７】
　前記カラムは、内部空洞を備え、前記導電性材料の少なくとも一部は、該空洞を満たす
、請求項２に記載のバネ接点構造。
【請求項８】
　前記カラムの前記第１の端は、接触端を備え、該接触端は、該接触端から突出する複数
の突出構造を備える、請求項１に記載のバネ接点構造。
【請求項９】
　前記カラムの前記接触端における前記突出構造のそれぞれは、該カラムを構成する前記
カーボンナノチューブの個々の端部群を備える、請求項８に記載のバネ接点構造。
【請求項１０】
　前記カラムは、該カラムを構成する前記カーボンナノチューブの個々の間で該カラム内
に配置される接着材料を備える、請求項１に記載のバネ接点構造。
【請求項１１】
　前記接着材料は、前記カラムの前記第２の端から該カラムの全長に実質的に沿って該カ
ラム内に配置される、請求項１０に記載のバネ接点構造。
【請求項１２】
　前記カラムは、所定のバネ特性を有するように機械的に調整される、請求項１に記載の
バネ接点構造。
【請求項１３】
　前記カラムは、該カラムの長さに沿って配置される複数の可逆的変形可能領域を備え、
前記所定のバネ特性は、該可逆的変形可能領域のそれぞれのバネ特性の直列の和を備える
、請求項１２に記載のバネ接点構造。
【請求項１４】
　前記所定のバネ特性は、バネ定数である、請求項１２に記載のバネ接点構造。
【請求項１５】
　前記カラムは、該カラムの長さに沿って配置される複数の可逆的変形可能領域を備え、
該カラムの前記所定のバネ定数は、該可逆的変形可能領域のそれぞれのバネ定数の直列の
和を備える、請求項１４に記載のバネ接点構造。
【請求項１６】
　前記カラムは、導電性材料を備え、該導電性材料は、前記カーボンナノチューブの導電
性より大きい導電性を有する、請求項１２に記載のバネ接点構造。
【請求項１７】
　前記カラムの前記第１の端は、接触端を備え、該接触端は、該接触端から突出する複数
の突出構造を備える、請求項１６に記載のバネ接点構造。
【請求項１８】
　前記カラムの前記第１の端は、接触端を備え、該接触端は、該接触端から突出する複数
の突出構造を備える、請求項１２に記載のバネ接点構造。
【請求項１９】
　前記カラムは、導電性材料を備え、該導電性材料は、前記カーボンナノチューブの導電
性より大きい導電性を有し、該カラムの前記第１の端は、接触端を備え、該接触端は、該
接触端から突出する複数の突出構造を備える、請求項１に記載のバネ接点構造。
【請求項２０】
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　前記カラムは、該カラムの長さに沿って配置される複数の可逆的変形可能領域を備える
、請求項１に記載のバネ接点構造。
【請求項２１】
　前記可逆的変形可能領域は、前記カラムの前記長さに略垂直である、請求項２０に記載
のバネ接点構造。
【請求項２２】
　電子装置のテストを制御するように構成されたテスターへの複数の通信チャネルへの電
気的インターフェースと、
　該電子装置の端子のパターンに対応するパターンで配置された接触端を備える複数の導
電性スプリングプローブと、を備え、該プローブのそれぞれは、複数の垂直に整列したカ
ーボンナノチューブを備え、該プローブのそれぞれは、スプリング機構を備え、それによ
り、該プローブは、該電子装置との接触により該プローブの該接触端に加えられる力に応
答して、弾性的に、かつ該力の方向と略平行である方向に変形する、プローブカードアセ
ンブリ。
【請求項２３】
　前記プローブのそれぞれは、該プローブを構成する前記カーボンナノチューブの個々の
上または間に配置される導電性材料を備える、請求項２２に記載のプローブカードアセン
ブリ。
【請求項２４】
　前記プローブのそれぞれは、該プローブの前記接触端から突出する複数の構造を備える
、請求項２３に記載のプローブカードアセンブリ。
【請求項２５】
　前記プローブが取り付けられる配線基板と、
　該プローブの一部分の周囲に配置される材料と、をさらに備え、該材料は、該配線基板
に該プローブを固着する、請求項２４に記載のプローブカードアセンブリ。
【請求項２６】
　前記プローブのそれぞれの前記接触端は、該接触端から突出する複数の構造を備える、
請求項２２に記載のプローブカードアセンブリ。
【請求項２７】
　前記プローブのそれぞれの前記接触端における前記構造のそれぞれは、該プローブを構
成するカーボンナノチューブの個々の複数の端部を備える、請求項２６に記載のプローブ
カードアセンブリ。
【請求項２８】
　配線基板をさらに備え、前記プローブのそれぞれの基部端は、接着剤によって該配線基
板に接着され、該プローブのそれぞれは、該プローブを構成するカーボンナノチューブの
個々の間で該プローブの中に沁み込んだ該接着剤の一部を備える、請求項２２に記載のプ
ローブカードアセンブリ。
【請求項２９】
　前記接着剤は、前記プローブの前記基部端から該プローブの少なくとも半分の長さに沿
って該プローブのそれぞれの内部に配置される、請求項２８に記載のプローブカードアセ
ンブリ。
【請求項３０】
　前記プローブが取り付けられる配線基板と、
　該プローブの一部分の周囲に配置される材料と、を備え、該材料は、該配線基板に該プ
ローブを固着する、請求項２２に記載のプローブカードアセンブリ。
【請求項３１】
　前記材料は、前記配線基板上の電気端子の個々に前記プローブの個々を電気的に接続す
る、請求項３０に記載のプローブカードアセンブリ。
【請求項３２】
　前記プローブは、前記電気端子上に配置される、請求項３１に記載のプローブカードア
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センブリ。
【請求項３３】
　前記プローブは、前記配線基板にエッチングされたくぼみに配置され、前記電気端子は
、該プローブから離間される、請求項３１に記載のプローブカードアセンブリ。
【請求項３４】
　前記プローブのそれぞれは、所定のバネ特性を有するように機械的に調整される、請求
項２２に記載のプローブカードアセンブリ。
【請求項３５】
　前記プローブのそれぞれの前記スプリング機構は、該プローブの長さに沿って配置され
る複数の可逆的変形可能領域を備え、該プローブの前記所定のバネ特性は、該可逆的変形
可能領域のそれぞれのバネ特性の直列の和を備える、請求項３４に記載のプローブカード
アセンブリ。
【請求項３６】
　前記プローブのそれぞれは、所定のバネ定数を有するように機械的に調整される、請求
項２２に記載のプローブカードアセンブリ。
【請求項３７】
　前記プローブのそれぞれの前記スプリング機構は、該プローブの長さに沿って配置され
る複数の可逆的変形可能領域を備え、該プローブの前記所定のバネ定数は、該可逆的変形
可能領域のそれぞれのバネ定数の直列の和を備える、請求項３６に記載のプローブカード
アセンブリ。
【請求項３８】
　前記プローブのそれぞれの前記スプリング機構は、該プローブの長さに沿って配置され
る少なくとも１つの可逆的変形可能領域を備える、請求項２２に記載のプローブカードア
センブリ。
【請求項３９】
　前記少なくとも１つの可逆的変形可能領域は、前記プローブの前記長さに略垂直である
、請求項３８に記載のプローブカードアセンブリ。
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